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富山縣下に發生せる桑樹の萎黄病に就て

遠藤保太郞

原利夫

Yasutaro YENDO and Toshio HARA: -On the course of a chlorosis of the 

mulberry tree found in some districts of Toyama prefecture.

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　雷

　昨昭秘12年7月中旬筆者遽藤は、全國養慧業紙合聯合愈憲催の講藺曾に臨席のため北陸地方

へ出張した博・偶々冨山縣に於て猛業取締所畏佐藤良太郎氏の斡旋により、圃縣下一部の数部

落に褒生せる桑樹の萎黄病を實地につき覗察するを得甚だ欣幸を惑ずるε共に、この種の病害

は懲網包に灘の例辮ものミて課し望1何な纈因によるものか誰んで襯の腰
ある嬬め・鰍鞭に蘭の人・頓してを麟樹の標本やら被馳吐竣畑の途附範
ひ研究を試みたのであつて・S“うやら其翼相を窺赴得たε儒ずる故s今其概要を嚢表せんミす

るものである。

　戴に本研究の爲に多大の便盆を與へられたる窟山縣脈浜佐藤技師始め坂口技手、高瀬按手、氷

見郡養慧業組合荒木技手・共他種々援助を給はつた諦氏に鋤し深厚なる謝意を表する言共に、

化學分析につき懇切なる指導を與へられ．［L自らその一部を換任されたる須田助教授の好意を鳴

謝する次第である。

　　　　　　　　　　　　　　1・　被　　轡　　状　　況

。麟腱1鞄は翻縣頒；lic端に位する親郡嚇1構1こ耐る酬馳域で蔽田・搬及び
女良の3村に瓦つてゐる。同地方一帯は小高い．iT；陵が打綾いて海蓬まで延び、道路はその麓を

縫うて各村落を蓮絡し屠り、李坦地εては殆溺ll収、桑閥その他の耕地は、いつれも匠陵の上若

くは中腹の緩傾斜地に設けられてゐる有襟である。筆者の覗察せる桑園は£εして此海メ緊に添
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うた道路の附近のものであるカ㌔藪田村から宇波村を経て女良村に蓬する鍬里の間殆さ到るS

ころの桑園にこの被害が見られ、而も病徴は葉色の黄化するものであるから可なり逮方のもの

まで容易にそれε肯けるのであつナこ。

　　　　　　　　　　　　　　第1圓　寓山縣氷見郡地圖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1

　　　　　　　　　　　　謹ll

　　　　　　　　　　　　　鍵1…熱

氷見郡養獄業組合披手荒木樽一瓜の調費によれば、同郡内各町村の桑圓反別及び萎黄病に依

る桑園の被害反別は撒物！くである・
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口郎ち暴樹萎黄病の褒生地は、藪由・宇波、女良め諭付に陳り1、是等の村に於ては各薬圓反崩

の麺曝轍害してゐる．而し礫園によつて麟醗鰍簸に鍵色し融樹・堪へない

状態で、之がため該地方の慧業上如何に大打盤を受けるか知るべきである。

　爾筆者は藪田村字小杉に於て某家前庭の石堰上の杉離及び門内の杉の立木に極めて顯著なる

黄白斑の現れてゐるのを目難したが、之は一般の斑葉εは趣を異にし矢張り桑樹の萎黄病ε同

類のものε認めた。荒木氏によれば・藪田、宇波、女良の3村には杉に被審あるのみならず、

藤にも多少の被害を見るt一云ふ。

2・病徴の調i霞
　筆者の覗察は躍に夏尋…1醐に過ぎないため、病徴の輝逸に鋤しては明確を｛映く鍋！iあるも、常

業者の欝にょれば、今より10年位以薗から、秋獄の飼育晋及するにつれ此病害の褒生を見しも

のの如くも桑樹の晶種はこの地方に最も多く栽培されてゐる金子及び改良鼠返に襟穿最も多い

が、少許栽培されてゐる’1，1樂桑にも畿生し、品種的には著しい藻別が無いやうである。苗木植

付後複病するのは概ね3～4年周で、仕立方は殆さ全醐罠刈”㌘あるが、田の畔等に散殖された

立通桑にも嚢病する。・

　肥料は維鶯者にょりて賊膿でないがi堆肥、線肥の外、縣指定の配合肥料な3が用ひられて

艦り、別に肥料のtめ濃病せるものεは儒ぜられず、その他栽培上にも他地方ε異る特殊の）b・

法Eてはないo

　通例春獺期には被害少く、夏黍7～8月の炎懸酷しく降雨少き乾燥期に於て被審鍍も烈しく

8月下旬以後涼氣を増すに從ひ病勢漸く嚢へ梢々峯静に復する。

　獲病初期の桑樹は先づ薫色の黄化を起すが、特に枝條の生長を抑制さるるが如き傾向なく、

葉の大さも左程の蕪を生ぜず、叉萎縮病ざ異り漿片に搬縮を幣ぶるこ・Sがない。病徴は1株の

中数條に霞現する揚合もあるが、登枝條に瓦る趨勢を肯し、被害株は桑園中所々に散獲的に現

れ、澗もなく金園にvaj延するo

　病症の烈しいものでは・各株の葉片が全部黄化し且つ腰小霊なり、柚端の仲長力嚢へs繊弱

Sなり、却つて腋芽の早獲を起し、貧小なる二番枝を擬出する。

　今この病徴を具騰的に示すナこめ10月9日密山縣より受傾せる材料につき調査したる所をi隔げ

よう。材料は10月7日藪田村で探集された金子及び改良鼠返の2品種である。

（aジ枝　　條　　　　　〔改良鼠返】
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　以上の調査により健病爾者を比較すれば、

　（1）　糟端部30cm閲の節閥数は、改良鼠返に於て病者は挙均18．4箇、健欝は16．0箇、金子に

於て病音は9．1簡、健春は9．8箇である。llllち被害烈しき改良鼠返は節閥を短縮するこS多きも、

被害梢々軽微なりし金子では節間の長さに大差を見ない。

　（2）　梢端より30em下の直径は、改良鼠返に於て病者zド均3，96mm　M健滑5．42m正n、金子は病

漕3・8mm、健奮6，4mmで、爾品種書も病階の枝條は著しく細い。

　（3）梢端の枯死部は改良鼠返に多く金子に少い。繭品繊εも健者には勿論枯タビ部なし⑤

　（4）被害條には腋穿の早畿により二番枝を益ずる傾向があり、改良鼠返に於て特にその多

褒せるを見る。

　（5）漿長、葉幅及び薬柄長は嗣品種εもに病者1よ健者より藷しく小である。脚ち病辮の漿

は一般に生委小εなるo

　（、6）病葉は切込を炎ひ丸簗形εなる傾向顯著である。　　　　　　　　・

　（7）漿色は改良鼠返の被轡漿が淡黄緑色、金子の被審藥は黄緑色でbその胴繰部は淡色に

移行してゐる。（但し爾品種Sも標本の撮藥期が晩秋であつて盛夏群よりは多少線色を塘しt

ものである。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　（8）漿の露髄（10焚に付）は改良鼠返に於て病者6，859、健暫27。879、金子に於て病者11．8G催、

健講49．90gで、病者は著しく蕊濫の減少を示してゐる。

t／（9）病條の腋芽は長幅を減じて小形こなり・特に改良鼠返に於ては腋芽の碁部に貧小なる

副警を生ずる傾向を見た。

　－　　　　　　　　　　3・破喜葉の化學的成分

前記の材料中、金子につき病粟ざ健葉εの化箪的成分を比較する7め、須田罠が分析されk

結果はi次の如くである。

次　分

Sio2

9，　03

P20s

G1

CaO

M宮O

I〈2Q

Na20

・Fe203

Mn304

耽　　物　　篠『　分　　中

被　轡i樹　照
11．217

2．274

O，384

1．762

O．141’

1．O，98

O．413，，、

3．749・’

1．38悔、

0．ユOO、．

O，0嚥

U．622

3．168

0β27

ユ、774

0．180ド

1．810

0．292

3．366

O、576

0，099

O．007

次　　分　　百　　分　　巾

被　轡i封　照

2027

3．42

15．71

1．26

9。25

3，68

33，42

12．36

0．89

O．ee

27．26

　　　2．82

　　15．26

va　　　1．δ5一

　　ユ5．57

2．51．

28、96、

tb@　　4，96’

0．85

et，　　　0、60

　上表によれば・（1）灰分は病葉の方がや・・少い。（2）珪酸、燐酸、購素、石灰、瀟俺等は病

葉｝こ夕い。（3）之に反して硫酸、石灰、苦土、加里、蕾逮、戴等は健漿に少く病葉に多い。し

かし何れの成分も顯著なる差異ありεは認め難い。從つて餐黄病葉は瞥殊化學的成慨の鹸芝若
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くは過剰に由來するεは考へられないのである。

　餐考のため嘗てJoli‘⊇氏が葡萄の萎黄病漿につき分析したる結果を掲ぐれば次の如く、

痛　　葉　1健　　．墜＿

鍋　　　　素

燐　　　　腰

屑　　　　茨

加．　　　飛

曹　　　　言滋

酸　　化　　鐡

1　　：．lll，14

l

1　15．・9

［　　　o・37

1　　　　12．33

27．22

4．37

35．47

7．28

4．09

13．19

病漿は釜索分多く、旅分も瞥逮を除き他の成分は何れも健葉より多醗であり・就中酸化鐵の如

きは健者の4倍に常つてゐる。

　かく病藁に於いて各種成分の蟄寓に存荘するのは、恐らく維管束の物質縛流作用が欄馨ミな

り、葉肉維織中に諸物質の停滞を見る結襲ざ解すべきであらう0

　　　　　　　　　　　　　　4、土壌の性質

　密山縣に於ける礎病地は地質系統上第三紀暦に圏するものの如く、土性は表土b心・土共に埴

土であつて、著しく粘着憐を有し質緻霜で、律々天然七メントεして土木工事に使用されるこ

Sありε聞く。」又該地方に於ける道略の切通しに露れてゐ亭塵面に浸出せる地下水の蒸畿せる

跡には屡々白色の残澤を見るミ云ふo

　かくの如き專實より推せば、此地の土壌は一種特別の威分を有するもの電考へられるので♪．

其分析成績を知るべく窟山縣農事試験揚及び農林省農累試駒揚へ問合せたが、從來いまだ分析

され7例なき田同讐あり、よつて被害地より土駿のi塗附を乞ひ、木按化摯教累の援助を仰i凱

著者の一一人原之が分析を試るこミミした。

　供試士駿は何れも地表より深さ30crnの箇所より採集されたもので、探藥地及び土壌の外槻

は次の如くである。

土麟酬探集地［囎・撫い・　酬色　糊
i

2

3

4

5

6

7

8

氷見郡　藪　田　村

　〃　　　　　　〃

〃灘説
〃警窺
　〃　　宇　波　村

　〃　　　　　　〃

　〃　　女　良　村

　〃　　　　　〃

無・　轡　地

被　轡　地

　　〃

　　〃

無　害　　地

被　轡噛地

無　簿　地

被　轡　地

壇　　　　土

　　〃

〃

〃

〃

／／

ク

淡禍（WOOd　brOwの

次や跡（drab）

〃　（hair　browロ）

黒審謁（chaeturft　brown）

禍（bu££y　br。wn）

　〃　（buffy　brow竃リ

次禍（hah’brOWn）

　〃　（hair　btroWn）

　（イ）土壌の反慮
　板野式酸度盤及びi　ZI〈式水素イオン濃度比色測窟器を用ひ土壌の反磨を槍査し六る結堅は

玖の如し。　　　　　．
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・畷禰睡繭・よる・Hl・Z・燕灘
1．

招

3

4，

5

6

7

8

G．0

8，0

8，0

8，0

8，0

3，0

G，0

8，0

5．3

7、6

1t堰@，（｝

7」

7．G

7．6

7．0

7．6

　この如く（1）及び（7）の無鮫害地土壌がPH　7以下で穂々酸挫を呈するが、他はいつれもpll　7

以上でアルカリ性なるを知る。而してアルカリ性土嬢は日本内地に於て、糊めて稀有のもので

あるから・此鮎が磯病ざ密接の關係あるべ津購は容易に想像され得るNSころである。

　（ロ）　土壌の化學的分析

　實験材料ざしては藪田村のもの（土壌番號1及び2）を胴ひ、先づ熱懸酸に可溶物の定撒を

行ふ。その結渠はi次の如くである。　（2同軍均）

11無鰹池・・壌i被轡地・・鍍

　　　　　　　　
as友c・o　l
カ1　果　　K20

蕾　雛　N戯2う

’酸イヒ鐵　　】1e2（）3

燐酸　P20拓

鱒ニヒA】203

硫　酸　SO3

コ，e：IM

O．，3，9

0．34

2，⑪4

o．21

4．02

O．OS5

s，49％

o，35

0．21

3S］0

0．1S

B．63

0．07

　上表によれば・被害地土嬢は無害地土壌に比し、（1）石灰の澱蹉だ多く8倍以Lに蓬iしてゐ

る。（2）戴も穂々多澱である。（3）他の成分はいつれも少い。邸ち被害地土壌のアルカリ性を

呈するは石灰に原閃するものなるを知る。

　i次に水浸法による土襲分析を兇るに、供試土壌509を振盈贋中に入れ、水1000c．¢を加へて3

“寺間振澱し・翌日まで放置して液の透咽になる迄反覆濾過す。而して此水浸液を使用するに際

して瀞離珪酸を分離せしめる爲、撫酸を加へて蒸獲乾固するこミ激岡、かくて譜成分の分析を

行ひたる結果は・　　　　　　　　　　　　　　　、

1無寄地el・・Ut　l被害地土擁

石　　　　友

力n　　　　厘

曹　　　　逮

酸　化　鐵

0，214％

o．025

o，e41

0。（92

o．512％

o．⑪30

o，o；｝5

Q．11；1
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　　　　　　　　燐　　　　酸　　　　　　0．0ユS　　　　　　　O・015

　　　　　　　　馨　　　　土　　　　　　　0．212　　　　　　　　0・200

　上記の如く、（1）石灰は被審地土壌に於て著しく多量である。但し前紀の熱鞭酸腱理の分析

の揚合に比すれば勿論少い6（2）他の諸成分は爾者大差を見ない。

　術容最法により石灰の建量分析を試みたが、其方法はISiO2を分離した礁酸溶液なN正r，　OII

を以て賜酸性εなし、荏酸化合物を加へて石灰を獲酸石灰の形ざして沈澱せしめ・之を熱硫酸

で瀦し・磁嬬KM・αで瀧するもので詣総し琳・・一・瀧使肌ナ・・之によ

り石灰鍛はi次の如く得1られた。

無　審　地　土　鍛　　　　　　　　　　工，041％

被　　，il；：　」也　　二1二　壊．　　　　　　　　　　　　　　4・776

　以上の如く分析の方法により夫々差異あるal　）被害地土壌は無害地”k壌に比し辮しく職次分

に富める事階轍じてゐる・　H．’　．　　　　　　：、－1、
因み｝こ縮の鐡病灘地の・膿1こづ謁llcdeck・氏（・89・）カ・茄撚し熾績畝卿く

被害地は無害地に比し石灰分が10倍以上に逮してゐる。

ll鰭地土鱗、［被轡地・畷

燐　　　酸

加　　　　璽

石　　　　友

酸　化　鐡

窒　　　　素

O．07％

O．B9

1．81

5。90

0．1．O

0．06％

O．37

18，93

3．02　　　，　　　　　　　　　　・

0，10

　（ハ）　土壌の顯微鏡的機査

　桑樹萎黄病渡生地の土竣は、肉眼的にも微小白描が霜降1伏に混在するこミを認め得るが、之

を顯微鏡によつて槻察する時はs無敷の下等動物の遺骸の存准に驚かされるのである。

　鏡楡プレパラt一トの作り方es　，先づ土壌の少許を時計皿に入れ、之に水を加へて針先でよく

掻きまぜ、暫く放置してから沈澱の・・一一部を載物硲乎上に取つて・水なりバルザムなりで封じれ

ば宜しい。顯微鏡の廓大倍藪は30P倍位で充分である。

　之によつて予の鏡槍せる結果、前記の被害地及び無害地いつれの：ヒ壌に於ても・下等鋤物の

遺骸を認め・藪量的には被害地の方が多い襟であつた。．　　　　　　　　　　　　　　’・

　動物の覆類に就ては、なほ精査を要するが、一盛ドは海綿動物の骨片・他傘は原生動物の遺骸

であり、其他に小形の巻貝の貝殻も認められる。

　海綿の骨片（Spicuk，s）はN無色透明で長く内部に髄孔が麺つて屠り・殆ホ皆破砕してゐる

ため完全の形態を把握するに苦しむが・ペン軸の先へ三叉の鉤を附けた様なものが多い。

　原生動物（Pr◎tozoa）の中ではv有孔蹴類（Foraminifera）・放射贔類（Radi。1aria）に騰す

るものが主要部分を占め、Globigerina，　Rotalia，　Squammulina，　Planorl）ulina，工）iscorbia等ミ

豊しきものを認めるが、其種類に關しては更に專門家の鑑定を必要εする。

　εにかく、薪くの如き動物の化石が土壌中に存在するこεは、地質學上頗る興味多きもので

あらうが、其方向の砺究は別εして、藪には母等の動物の選骸がk嬢の過剰石灰分の主髄をな

し、桑樹萎黄病の病原ざなるべき事を淀意する。



第一號：〕‘　　　　　　　需II！縣下に畿組せる象樹の嬰萱病に二就て　　　　　　　　　　 竃1呼

　　　　　ゴ　　　ゴづ　　いの　　　　のイヒお
　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　くの

　　　く2）　　　　　　　　　　　　　tu。r　－コ　l；，　rr　　　　　　　　　　

器短麟螺繰　⑳（・）・，＿・

％／＼》1あ　ノ／㊥⑧．X－SS

些蒔　Eil11’1i1Si1，，D⑥

　　（4）　・　L・　　　　　（8）

〔tt’ @　T　　　　　　　　（1）　轍i・田護寸無審ナ也　　　　　（5）　与雪波牢’r甑四…霧地

　　　（2）同　 、被轡地　　 （6）岡，　　被轡地．：
　　　（3）同　 横付二番地　　 （7）女良村無轡，灘“
，、　　　　　　　　（4）　岡　　．　　－i番地　　．　（8）　圃　　　　被轡地
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　　　　　　　　　　　　　　　5・病原に關する考禦

　植物の藁が固有の線色を炎ひ黄化する現象は、顧々の原因によつて起るものであるが・之を

大別すれば寄生性のものミ非寄生性のものざに分れる。前者は細菌、縣状菌鱈霞の微生物若くは

Virusの寄生によるもので、就中VirUsは此場合II張1に値する。從來〔繊三知の桑樹病審中Viru呂

病ε見倣さるるものは、全國的に蔓延せる萎縮病及び簸近埼玉縣其他撒府縣に搬座せる簿蒲で

あるが、本間題の萎黄病は病徴に於て明かなる差異ある故、互に漉同の虞なきものである。然’

らば傳染性の有無如何ε云ふに（］）この萎黄病華は他の一般Virus痛漿ε異りNメチ1…ンプリ

ウの還元性を有しないこξ、（2）寓山縣下の一局地に於て、而も特殊の土壌地帯1こ限つて螢掬

するこs、等の貼から、恐らくVirus病では無く、土壌關係による非寄生性粥害ε藍匙倣すぺき

ものS思はれる。

　So「aue「氏によれば、非寄生性萎黄病は鋤茜原に從つて、玖の如く類別されてゐる。

　工．遣傳しないもの。

　　（の　最初線色を帯べるものが、日光の照肘充分なるに拘らず、歪艘的に黄緑色、黄色i欝

　　　　　くは黄白魚に痩ずる喝の…………此病警をGelbsucl1七若くはlcterusε云ひ、ヨ三霊

　　　　　して榮養障害に原因する。

　　（b）芽先の方から襯色を超し、漿は機遼不完登にして幼轍型を保つ…………此病審は

　　　　　Chlo1・osis，　BleichSucht或は］ZtiQlementミ1囑へられ、光線著くは湘度の鋏乏が其原

　　　　　国をなす。

　2．i罎傳するもの。

　　　　　黄色若くは純白色の斑紋や條斑をi現し、時霊しては白色地に線斑を生じ、斑入の境

　　　　　界は通例判然ミしてゐる。・一……之をWelssわ1雌i落keit，　Albicatio，　Panachuve

　　　　　等S呼ぴ、魔生痩異或は芽條憂異Sして生じ、その原凶は細胞内酵素の關係による

　　　　　ものざ認φら有。t

　場上の類別によれば、桑樹の蒸黄病は非慰傳的のものであり且つ光線や温度の鹸乏に由來す

るものでは無いからi榮養障害に原因するGelbsucht（lcterus）ざ見徹さねばならぬ。

　Sころで榮養障轡εしては・從來墨春により諸説がある。師ち蟻分の鋏乏（K110P，　Saehs，

Frank，　Zi田me恥ann等）、力口里分の映乏（Schulze，　Sorauer）其他窒素、苦土、硫黄等の倣乏、

水分の鋏乏（早越）等が墨げられ、又：ヒ壌中の酸素の鋏乏によるざなす攣者（M。1z）もあるが、

土壌中の肩灰分過多が其主因S見られてゐる場合が甚だ多い。（Max　Tord，1．uedecke，　Viala，

Rav摯z等）P．，

脚V坤氏（1892）は縮の萎韓輝蹴て詳細な珊究を行ひ・土壌物石灰遡多蝶
最蔭有力なる病原であるε主張した。

　予等の桑樹萎黄病に就ては、既記の如く被害漿化箪分析の結果は健渚のぞれミ大差無《、た

だ出壌成分Sして石灰の異階に多鍛なるを見、而もそれが下等動物の化石に田來するこ言まで

碓めたのであるから、矢張り土壌中の石灰分逸剰を其原凶ミ論断して差支無いS思ふ。

　然らば石灰過剰の土駿に於て何故葉緑素を失ひ萎黄病を起すかε云ふ鵬に關して、T．tiede（tke

氏等は石灰質土壌はアルカリ性を呈する爲、鐵分は不溶解性ミなりて沈澱しN植物の根によっ

て吸牧されなくなる故、たεひ土嬢中に鐡分が棚當に存在しても、植物は鐵分の不足を訴へN

葉緑素の生成阻止され黄化するに至るミ説いてゐるのに獅し、Viala氏は次の如く石灰過多の

有害作用を論じてゐる。

　脚ち土壌中に存在する炭酸石灰は、常態に於ては殆さ不溶解憐であるから植物の根に吸牧さ
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れないが、地下水中に体多少の炭酸ガスが含まれてゐるため、之が淡酸石灰に作用して窟炭酸

石灰（Bicarbonate）ざして根の吸枚に適せしめるほか、1艮毛より酸類を分泌して直接に炭酸石

灰を溶解購取する。それがため多量の石次が細胞咽二侵入し、細胞液の酸度を薯しく低下させ

る。從て常態では反慮上細胞液ざ羅衡を保つてゐナこ原形質のアルカリ度が激進して遽に其機能

に悪影響を及ほiし藁線素の生成を妨げ、葉の黄化を惹旭するものεした。

融L縣の鵬地では・桑の外・杉・購にも幽融見たが・他の草木に醗く罹病を認めな

いのであるから、土壌關係以外に何等かの斑ご因が伏在するものε考へなければならぬが、植物

により先天的に感受性を異にするたφ罹癌の難易を生ずるは勿論、将に桑樹の揚合には不時の

伐探及び過慶の摘漿等その生理を害するが如き事項が獲病の誘因ミなるぺきこ定を考慮する必

要があらう。

　　　　　　　　　　　　　　6．豫防及び治療の方法

　今同の研究は病原探索が主なる目的であつ蘭瓢豫防法著くは治療法に關する蜜験は全く試

みないのであるから、総憾ながら具騰的に述べるこεは掲來ないがs從來葡鞠共他の果樹の萎

黄病に就て行はれた戚績があるから、それを薙に掲げて滲考に供するこssしよう。

　佛國に於て111uS壱b　Gris，　Artl）ur　Grisの父子が初めて（18↓0～1857）葡衡の婆黄病治療の

蝿、硫酸鐵をIUひkが・春季獲芽諮に1ヘクタールの而積に謝し2，500～4，000班iの捌合に嫡用

して敷築を認めた。Vialu氏は秋撃1株につき硫酸鐡の結品500瓦宛施し、或は早聯1株につ＄

250瓦の硫酸鐵を8～10立の水に溶解せしめて用ひ・或は叉300～400瓦の硫酸鐵をユCO立の水に

溶解せしめて簗上撒布をなし夫々有敷癒るこざを確めナこ。而してその敷果ある理由Sしては、

鐡分の補給が荷利なのではなく、硫酸鐵カミh壌中の炭酸石次に作用して之を不溝解性の硫酸石

灰帥ち石膏に鍵化するためN過剰石茨の轡を抑制するに由るεi溌いた。

　伺Rassi縦u諭氏は10～15％の硫酸鐡を土壌に撒布して、果樹類の萎黄病を恢復せしめ、　’Loch。t

は1・5瓦の硫酸戴を水1立に溶解せしめ・生育期間に漿上撒布を試み有敷なるを認めた。

　其他、土壌S關係なく、樹幹に直接藥液を注入して、果樹類の萎黄病を治療した例がある。

Mokr3ecki氏（1go3）1総断幹の剛面へ小孔を穿ち、硫酸鐵0、05～O，25％の水溶液を特殊の装置を

以て適用しs3～5月頃は1叢夜に2～8立吸入されて、4H目頃から漸次緑色の恢復せるを

見・又樹幹の側面へ直径0・5～1・0糎の孔を穿ち、深さを心材に逮する程度Sし、硫酸鐵の粉末

4～10瓦宛填充し、外面に接蝋を塗布する方法をも試みた。

　Riviere，　Bailbache爾氏（1911）は岡機の方法によりCitro・ammoniaca11）yroPhospha士e　of　iron

を用ひ、ArnaudJ£（19工9）は硫酸戴の粉末をオリt一プ油で練つて翔ひた。是等の實験に微すれ

ば土壌中の過剰石灰の防禦よりは・鐵分の補給が重曲をなす機であるが、同じ萎黄病でも治療

法は其病原によつて異にすべきは當然であり・Viala氏設の如く病原を土襲申の過剰石灰に在

りSすれば・之を不溶解態に攣ぜしめる爲・硫酸鐵を施すか、或は肥料t一して硫酸アンモニァ

な曹を多騒に用ひる事が必要であらう。而して其施用量等に關しては、現地につき種々の試験

置を設けて精密なる調査を行つた上で、決定すべきである。　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　　　　　　　　　　　　　　　　7・総　　　括

（1）本研究は當山螺の四郷跨に位する氷見郡蜘・宇泓女良の三棚こ瓦つて獲生せ6・一・Xfi

　　　の桑樹萎黄病につき・主εしてその病原探究の目的を以て行へるものである。

（2）　該病鍍害桑園醐陵は、上記三村の合計反別81町8反中、35町歩に上り、42、8％に當る。

（3）罹病桑樹の病徴は・金艘εして圓有の葉線素を失ひて黄化し、藥形綾小ミなり切込を央

　　　ひ丸漿形ミなる傾肉あり・枝條の獲育も漸次不良こなり・腋芽は早磯して貧弱なる二番
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　　　枝を生ずる等、桑樹萎縮病に似たる黙あるも、葉面に鐡縮を現すこSなく、ヌ．他のヅア

｝　　イラス病の如く斑葉を生ずる特性がない。

て4）　本病は桑樹の各品種（金子、改良鼠返、甘樂桑等）に護鑑するほか、杉、藤なさにもそ

　　　れε酷似の病徴が認められてゐる。

（5）　畿病地一糟の土壌は、特殊の性状を有しN概してアルカリ性反慮を呈する。

（6）　土竣の化畢的成分を見るに、石灰の量は無害地に比して被害地は8倍以上にi誰してゐ

　　・る。

（7）顯微鏡的強査によれば、此地方一糟の土壌には下等動物（原生動物の残骸、海綿動物の

　　　骨片等）め化濱が無激に含有されてゐるのを見る。

（8）　以上の事實より推せば、此桑樹萎黄病の虫因は、恐らく土壌の性質に由來するもので、

　　　土竣中の化石の成分をなせる石灰が桑樹の生理障審を葱起し、漿緑素の生成を妨げるも

：：　のミ解すぺきであらう。tt

（9）　この病害豫防法の∵Sしては、土嬢中の葺僅剰石次分を不溶解態に鍵ぜしめるため、硫酸

　　　載、硫酸ア：　re　i・ア等を施し、根によつて石灰分の過度に吸牧されるこSを阻止すゐ方

　　　研を探れば良からう。
　　　　　　　　　　　　　　（於上国鐡綜線門鍋校梱物珊教鑑）
L、
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On　the　eourse　6f・a　ehlorosis　of　lthe　mu無｝erry　tree　found　in　some

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　distric七s・of響oyama　pr．efectuxe・　　・　　1

　　　　　　　　　　　’　　YasutaVO・YEibifDtt　an｛1曹6shio　H瓦R’A　一

（Reeeived　Apri1ユ，1938）

唱：Rdsuniδ． @．”

　　T1・i呂W…k．is．cQnce・ned　t・a．ch1・…sis。佃1e　n瓜ulherry　tree　w1・ich　is登rst．．．f・und　ln　three

v三Ilaget，Yabu士a，　Uxユami　ar｝cl　al’iera／situa士ed　atl　tlle　nox・th－wes七eorner　of　Toya1撒prefecture．

Th・a・ea・f　the　ihvaded　mulberry．farms　attained士・3，571　ares，．c・rresp6ndip9母。42．8％・f

the　to士al　a1・ea．　．　　　　　　　　，　　　、　．．　、

　　As　the　symp士om　of　thel　injured　mulben・y，　yellowing　of　the　foliage　oceurs　losing　it臼proper

chlorophyll；the　shεしpe　of　leaves　js　axpt　to　l）eeolneユittleεmd．entire；tl）　e　growth　of　shoots

din】ihislies卜bY　l　an　Cl’by；tho　axillary　buds　sl）1・otlt　but士o　f〈）r罫ゴma耳y£eeble．　seeopdqry　bpμnゆbe臼，

　　1右differ＄，　hoi～℃ヤζ｝1・，　fヤom．　the　dwar」図：sease⑪f　m工llberry　iロhaving　no．　eur工80n　th¢　leavep

ahd　never　yield昏ahy　mOsaic血s，Yi　1・　Lts　diseases．　　　　　　　　　．　．．　　　　　　　．　　　　，　！

’T｝・is　ch1・…iS・i・「f・ul，・d，　at・tl“・1ρ・・1ity・lt・v・m・t・ti…e・1，・in　ev・・アV鉢繭・＄・f　th・m・1berry冨

．and　two　otl）er　I）1ants，　i｝an）ely，　CryptQmeria　japonica　as、vell　as　I（1・肌inhia　fユoribunda，　　1い

C。nee・・i・g　t・．∫h・．in・vti＄d・f伽d三sea・・，　tl・e、V・it・・’Si・1・im伽脚迦雌。f・the　p・i1．Sq士・．

be曲・h・d．4　great　i4il）or．ta・。・，　b・・au・s。　tlle　q・・ptity．Qf・・1・i・m　i・th・dis㈱s・d　li・ils　was

o｝）sewed　over　pight　ti血1es　mo1・e　than．　thoso　of．the　Uni】）ju】・ed　far　n，臼howing　aユkalineドrea6tior）s，

a・・d聞・・v色・，．1～yちhe　mi…sc・pi・・1。b・e・vゆ・，　numerous　f・ssils　Qf　tli・．1・w・・q・imal’ep

（Sk・1ゆs・f　P・・t・・・…pi・・1・・。f・p。・g・s，・t・・）w・re　fo・・ゆth・s。il・，　as　the・。・聯6f

caloium．・
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　　　　　　　　（［IJhe　Imperial　College　of　Selicultul’e　aud　Silk4ndu就1・Y，．Uyedat，　Japan，）
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